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今
日
，
吾
々
ほ
勞
働
、
乃
至
勞
5

0
生
活
狀
態
に
關
し
セ
、
：尙
ぼ
部
分
的
，に
は

#
だ
不
充
分
では̂

る

が

、
.

」

諸
種
め
紘
计̂

^
, 

有
し
て
，ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
の
統
計
資
料
の
务
ミ
が
單
獨
に
て
充
分
ょ
く
一

 
國
の
勞
卿
者
の
狀
態
を
承
す
も
の
で
ぁ

^
と
考
ヘ
ざ 

ど
は
苹
if
で
ぁ
ヴ
て
、
從
つ
て
罾
に々
取
0
て
.は
先
づ
諸
種
の
銃
訐
資
料
を
^
^:
的
^.
利
用
：着

じ

：と
が_
»;
0
問
題
と
な
を？
"こ
れ 

,と
同
時
に
：ま
た
比

_
的
長
期_
む
瘦
る::
'
2
1の
齋
統
的i,
統
計
的
額
餘
か
ら
：す
^

_

乾
ひ
生
活
犯
勤
ね
勝

^s

る
！
^
. 

V
、
肌
ち
彼
導
が
狀
態 

の
改
善
と
惡
化
、
向
上
と
俄
下
の
趨
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
ぁ
り
、
ま
た
蜇
要
で
ぁ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
の
問
題
か
ら
見
る
と
、 

朱
あ
.の
問
題
逢
：は̂'〕

o'
の
基
■
的
光
振
問
題
た
る
.£M :
'
:
r^:
い
？
^

'

，

「

一
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:
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:
:
;
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:
”
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:
v
:
v

マ
：
資

本

主
« '
の
下
に
於
げ
石
勞
働# ;
の
嫩
態
*
彼
等
の
運
命
に
關
し.て
は
ハ
吾
.々

比
旣
に
悲
觀
と
樂
觀
.の
雛
々
な
る
理
^ :
±

<0
'
判
斷
を 

興

へ

，̂

れ

て

ゐ

る

0

し

か

し

そ.の
# ;
-
/
/<0
:
.
理

論

五0'
-
刺
斷
ば
現
貧
に
賢
證
さ
れ
、
齋
ば
基
齋
づ
げ
ら
.れ
ね
ば
な
ら
な
ハo
'
そ
し
て
此
處 

§

々
は
一
方
で
は
詳
細
に
渡
：る
勞
働
階
級
史
の
，硏
究
を
童
要
視
し

V
.他
方
で
は
特
に
相
當
ー
の
期
間
に
渡
纪
總
託
的
觀
察
於
^

じ

て

努
. 
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ム
働
紫
の
：
狀

態

：

i

勢
を

.

確
證
し
、
こ
れ
を
解
微
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も

t

s

何
れ
も
が
吾
々
に
對̂

て_

既
ぬ
#
だ
大
に
し 

'■
-
.
'
て

 

>

岛
つ

#

< :
:

0
困
難
を
伴
ふ
硏
究
任
務
で

.

ぁ
る

,

：；と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
0
し
か
し
こ
の
問
題
に
關
し
て
、
最
近
ク
チ
ン
、ス
キ
ー
は 

,
:

過
去
相
當
の
期̂

に
漉
ク

.

て-

繰
返
ざ

.

れ
た
‘

彼
の
銃
計
的
硏
究
の
、
謂
は

C

一
 

靡

の

と

し

て
.

、.

吾
々
に
對
し
て
遊
だ

.
‘有
.意
義
欠
硏
究 

業
續
を
示
す
に
至
つ
て
ゐ
る

P

そ
，れ
こ
そ
私
が
此
處
に
紹
介
し̂

ぅ

と

ず

る

：所

の

、

彼

の

新

^

「

1
八

ニ

〇

年

ょ

り

一

九

三

五

年

に

至 

る

西

歐

に

於

け

‘

る

勞

働

莕0
狀

態」〈

考

1 -

1七
3 ;

ぜ
^

る
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'

へ
此
處’

で
？ .

私

ぬ

勞

働

者

の

狀

態

也

_

す
る
、
久
零
や
ス

#

ト
ゆ

_

め
；に
，必
ず
し
知
無
意

_
で
な
い
ど
考
へ
る
々
彼_
過
去
十
年
の
間
ゆ
歐̂:
:
各
國
に
於
け
る
：賃
銀
放

歡
册
の' 
硏
究
を
公
に
し
て
；來
て
ゐ
石
0
.で
^:
:
:る
が(

註
：ー

>

 

|

勿
_
こ
の
間
に
於
け
る#|
-
の
紘
計
的
抓
究
；は
單
に
こ
の
.方
面
だ
.け
に
.限 

ら
れ
'て
ゐ
?>
0
で
ぬ
*
い
一
-
彼
也
先
年
遂
ぬ-3
.ル
七
0
年
ょ
り
：1九
_
 

I 口
ダ
バ
及
戊
ァ
メ9:
'
:
为

に

於

け

る

勞

働 

者
階
級
の
發
展

」
(

一
i
一®

5
な
る
著
作
を
公
に
し
た
。
，
し
か
も
彼
は
今
や
そ
の
統
計
的
觀
察
の
範
圍
を
茈
に
五
十

年

過

去

 

に
遡
つ
て
、
右
の
硏
究
を
更
ら
に
摘
充
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
最
近
の
彼
の
硏
究
は

*
若
し
ヵ
ン！1

ン
ガ
ム
に
從
つ
て
英
國
の
産
業
革
命 

が
大
體1

八
四
〇
年
に
終
る
と
ず
れ
ば
、
産
業
革
命
の
後
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
、
從

.

つ
：：

て
大
體
資
本
主
義
的
：エ
場
制
度
の
發
展 

の
初
期
以
來
の
勞
働
者
の
狀
態
の
發
展
傾
向
を
、
，吾
々
に

1不
さ
ぅ
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
と
云
つ
て
い

\
0し
か
し
此
處
で
吾
々
の
見
逃 

し
て
な
ら
な
い
の
は
、
彼

9

硏
究
が
單
に
そ
の
觀
療
の
範
圍
を
擴
大
し
た
と
い
ふ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
こ
の
量
的
擴
大
と
共
に
著 

し
い
質
的
發
殷
を
示
し
て
ゐ
る
と
.い
'ふ
こ
と
，で
ぁ
る0
;即
ち
彼
の
先
き
の
著
作
に
比
較
す
れ
ば
、
資
本
主
義
の
下
に
於
け
る
勞
働
者
の 

運
命
に
關
す
名
彼

Q:

見
解
は
.、
-遙
か
に
明
瞭
な
形
態̂
取
：つ
て
現
は
れ
て
居
り
、
へ
そ
れ
は
謂
はg元
來
マ
ル
中
、ス

ト

と

し
て
の
彼
の
見 

解
の
直
裁
な
表
明
で
あ
る
。
彼
は
元
來

「

マ
ル
ク
ス
に
歸
れ
し

(

註
三)

と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唯
だ
兹
で
些
か
私
が
彼
の

b

や
に
灣
じ
セ
.置
ぎ
度
いQ

a
、

■

.(
/
-
>
6
の
'結
論
が
、先
き
に
®
ベ
た
ー
や.ぅ
5

銃
計
的
硏
究
一
の
敗當_

ヵ
の
.

)

後
に
漸
ぐ
基
礎
づ
け
ら

ノ
れ
衣
も
の
で
ぁ
る
と
い
ふ
ま
でI

ダ
：夫
れ
故
に
私
は
、
努
働
■

運
命
に
關
す
る
彼
の
過
去
の
諸
統
評
的
硏
究
が
最
近
漸
く
一
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銀
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に
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働
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の
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態
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る
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著
作
_
^
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誌
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：
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そ
の
他
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寄
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文
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ク
チ
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ス
.
キ
ー
の
新
著
作「

照
歐
に
於
け
る
勞
働
者
の
狀
態

」

は一
「

つ
の
部
分
、
即
ち.理
論
的
游
究
と
統
計
的
、
實
證
的
硏
究
石
か

.

■ 

ち
な
つ
、て
ゐ
る0.

.

. 

. 

, 
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■■ 

k
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.
々
は
努
働
#

.

の

狀

態

を

如

何

に

し

て

涮

り

知

，る

.
こ
'
と
.
が
出
來
る
か
。
先
づ
こ
ル
に
答
へ
る
と
と
が
^

の
理
論
的
港
究C D

課
題
で
.あ
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3
.七...
ニ)

：

つ
て
、.そ
れ
は
一

K

ふ
ま
で
も
な■く
過
去
及
び
將
來
に
於
け
る
勞
働
^

の
狀
態
に
關
す
る
統
訃
的
硏
究
の
指
針
た
ら
し
め
や
ぅ
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。
此
處
で
簡
單
に
先
づ
.彼
の
こ
の
理
論
的
見
解
を
紹
介
す
れ
ば
、
，凡
そ
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

，(

：多
<:
:
.の
瘍
合
^
人
は
勞
働#
塵

：活
狀
態0撒
標
€
以

甚

，主̂

レ
で
贊_

^

^

^

ン
が
に
賃
銀
統
計
は
勞
働
#
の
生
活
め
指
檩<?
:
1>
:
て
：重
：要
な
意
義
を
持
つ
：
て
.か

狀
態
を
決K

す
る
嚷
一
の
要
因
で
も
な
片
れ
试
、
ま
た
必
ず
し

:？
)
そ
の
§

湖
&
喪
因
汜
^
龙
ぃ
。
唯
だ
今
日
に
錢
：さ
れ
た
、
過
去
の
、 

未
だ
充
分
な
ら
ざ
义
勞
働
諸
銃
計
し
か
利
用
し
得
な
い
時
代
に
於
け
る
勞
働
者
の
狀
態
に
關
す
る
硏
究
に
就
い
て
は
、
止
む
な
く
吾
 々

.は
眞
&

*銀
の
統
訃
に
主
と‘し
て
據
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

.
そ
と
で
ク.'チ
ン
ス
キ
ー
の

理

論

的

考

究

は
'
:

:

w
勞
働
者
の
：
|

0
指
標
と
し.て
0
賃
銀
銃
計0
吟
味
、
と

.

.'.ー̂
眞
實
賃
雙
び
そ
の
他
の
諸
指
檩
ひ
弯
慮
-

ノ
と
支
間
題
と
す
る
。

ご

-

へ
. 吾
 ̂
が
賃
銀
統
：計

を

歲1>
、
®

 ̂く
は
：
 
利

學

る

署

に

诚、
：. 第
一
に
時
間
賃 

と
ぬ
焱
要
な0
は
1

$

_兄
^
な
^
ボ
、»

ぢ
に
週
賃
銀
率
ど
週
賃
銀
、
.週
賃
«
と
實
際
«>
.週
實
銀
所
：得
占 

ゾ
ば
啟
ら&;
.い
タ
1
し
勞
戴
合
も
雇
主
ど0:
酸
ぬ
協
定
觉

』
故
だ
週
實
銀
率
：は
週.

_
ね
«;
_
-
>舊
<:
:
;ぬ
を
0:
_

眼 

:

ぐ
は
寧
な
ぞ
の
：！！

^

率
を
衆
す
と
い
ふ
意
の
相
違
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

㈣
れ
に
し
て
も
兩
者
の
間
に
多
少
の
開
き
が
存
す
る
；か 

ぢ
で
あ
るo
ベ
ま
た
實
際.の
，週
賃
銀
所
得
は
：週
賃
銀
だ
は
淺
業
、
浩
し

<:
.は
_
間
^:
«(

部
分
的
失
業

)

に
依
つ
て
相
違
す
る0 

冷
寄
ギ
が
若
し^:
_

賃
銀
を
問
題
と
す
る#
合
に
味
、̂
業
：に
依
る
！̂
喪
%
ぞ
考«:
'
に
抓
へ
な
け
れ
ぱ
な
：ら
な
ぃ

0;
^̂
^̂
^

た
他
方
：に
於
い
：て
は
、

.
災
害
及
び
挨
病
、
：更
ら
杧
ス
；ト
ラ
：ィ
キ
杧
依

.
る
賃
銀
の
喪
炎
舊
慮
し
な
け
れ
ば
愈
ら
な
い
ゃ
：し
か
し
從
來

 ̂

は
：れ
衣
銃at
か
ち
見
名̂
\:
今
日
菩
々
は
偫
に
部
分
的
失
業
の
薄
慮
が
旣

^

ー«
^

の
た
め
.に

充

分

殺

立

ち

得

る

所.<
0:、
；.

1:

般
的
災
害

.
統
計
、

」

勞

働

者Q:

保
猶
飛
態
及̂

疾

请占
沐

t
.
ラ

.
ィ
^

に
依
づ
亡
失
は
れ
た
勞
働
時

間

數
1C
關
す
‘る
統則
の
如
き
を
過

'
去
へ
に
就

.'..

い
：；：
て

來

め

"
る

*
と

は

殆

..ん

^
^

.

.

.

.

.

.
 

: 

.

.

.
 

■

.
:吾
々
が
勞
働
者
の
家
計
上
©
要
な
費
銀
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
ハ
：
双
上

0.
諸
寧
實
の
外
：に
更

ば
な
ら
な̂

で
あ
6
ぅ
o

即

ち

、
；
：
：
そ

れ

は

先

.
づ
租
銳
兮
あ
る\'
°
間
接
銳
の「

問
題
は̂

僳
を«

じ
て
*
實
賃
録
の
間
題
の'內
に
考
慮
せ6 

れ
る
：こ
々
、
な
.
る
か
ら
問
題
は
な
い
々
し
て
も

>

:1
1
接
税
ば
そ
れ
だ
け
賛
銀
を
減
水
る
も

0
と
し
：て
奢
慮
；さ
れ
ね
ば
な
ら
：な
い

.
0
ま

殄 

諸
®Q

社
會
保
險.
に
對
す
る
保
險
料
の
支
挪
も
亦
同
樣
セ
あ
：る

？
^

銀
：に
附
加
的
に
考
慮.
さ
れ
；ね
ば

:̂
ら
：な

.
い

，
/:' 

t 

へ

;

以
上
は
寧
ろ
賛
銀
：に
關

.
す
：る
通
常
の
考
慮
で
惠
名
が
、
、

'更
ら
に
重
要
で
あ
る
の
は
賛
銀
統
計
^
於
け
る
所
謂
平
均
に
關
す
る
ク
チ
ン

，
今
假
り
杞
あ
る
瓦
大
企
業
に
女
^
が
甚
だ
多
數
雇
傭
せ
ち
れ
^
ゐ
^
と
す
れ
ば
、
そ
の
企
業
の
平
均
賃
銀
は
或
は
產
業
全
體
の
平
均 

賃
銀
：ょ
り
：も
小
で
弟
る

':
^
雀
ら
ぅ
？
：
':
*
た
假
り
苎
1
業

.0
勞
馨
が
千
人
で
あ
り
そ̂

者
で
あ
：り
、
：
八
百
入
が

週
14

十.
志
を
受
取
る
：還

練

勞

働

者

で

あ

名

.と
す

 

H
I
 

で
あ
る
。
所
が
猶
慌
の
緒
果
企
業
は
：六
百

_
人「

の
不
熟
練
勞
働
者̂«

雇

ぢ.
'同
時
に
淺
，
^
;€
>
勞

働

者

：
の

實

銀

潦

ー

；
懞
に
ー

：

ー

割

引

き

下

げ

.
： 

た

と

す

れ

：
ぱ

；；

今

や

平

掏*
餌

は..

.

4
0
0

, 

H
2_
8
5l
t
:
*
な
^
o
即

ち」

• *
に«
m
が
ー
一
割
&I
き
^
げ
ち
れ
た
に
限
ら
ず
、 

ま
た
恐
慌
中
：
^
?>
拘
ち
ず1
右
€ )
例
，に
從
へ
：ば
、
週

平

讓

銀

は
^
十
六
志
か
ら|1.

十
八
志
に
增
加
し̂
こ
と
1:
な
る
°,
ク
：チ
ン
ス
キ
ー
.

 ̂

M.
paoc- 
o
o
^
o
s 

wcs
ô 

0̂
3̂
0
3 

r
w
五

、1
〇
七
三0



w
v
p
^
o
c
«
- 

W
C
H
O
W
a 

M
M
M
O 

s 

M
»
0
3
^
0
» 

■

'一■...
四
-六

(

.
1
0七
四)

は
こ
れ
等‘の
例
に
依
つ.て
ぁ
る
不
合
理
な
も
の.
平̂
均
賃
銀
が
時
に
含
意
し
て
ゐ
.る
.ヒ
と
を
，
吾
々
に
敎
へ
や
ぅ
と
す
る
。
し
か
も
ま 

た
こ
の
同
じ
こ
と
は
軍
に
一
企
業
の
場
合
に

@
當
す
る
許
り
で
は
な
く
、
一

 g

業
部
門
、
更
ら
に
趦
業
全
體
に
m
し
て
、1

國
の
：全
勞
働 

者
に
對
し
て
も
亦
充
分
考
傲
さ
れ
な
け
れ
ば

'な
ら
な
い
？
即
ち
一.國
の
工
業
生
；產'の
，發
展̂
共
.に
.、.庶
賛
銀
部|
:
0勞
働
者
の
增
加
ょ 

高
賃
銀
勞
働
者
數
が
遙
が
；：に
著

:1
>
:<-
猜
お
た
名
場
合
；
^

屮
九
世
齡
中0
英
國
3:
業
0
發
展
に
，

か
七
見
れ
ば
、
羅

H

業
勞 

働
者
ょ
り
も
鐵
工
業
勞
働
者
，が
、
M
ら
に
農
業
勞
働
者
の
減
少
に
比
し
て
一
般
に
エ
業
勞
働
苕
が
著
し

'<
-
增
加
せ
る
場
ム
ロ
|

の
如
き 

或
：は
：1國
勞
働
人
扣
中
婦
火
及
兒
童
澇
働
者
數
の
邁
め

.：る
割
合'の
衡
化
め
；如
：
1

、(

正
.：に
香
^

れ
ば
、
：平
均
貨
幣
賃
銀0變
化
と
共
に
吾
々
は
常
に
勞
働
人
ロ
^
權
成
す
る_
造
土
の
變
化
に.注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:
:か

く.の

如

き

ク

：
ザ
：
：ン
：
：
ス
：
キ

1

の
考
慮
は
寅
ら
择 

.ば
、

一
方
に
於
：け
る
資
本
蓄
積
の
ほ
力
は
#

方
に
於
け
る
«:
困
.の
蓄
積
に
依
つ
て
可
能
と
せ
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
六
十
g

以
後
の
資 

,本
虫
義
は
帝
國
.屯

義

：
の

發

展

0
卞
に
、
；：本
國
內
に
勞
働
貴
族
を
出
規
贫
じ
め
つ
\
諸
殖
揭
地
^
淳

る

勞

働

：̂の^

ぁ
る
。
從
；つ
せ
資
本
主_の下に
於
い
て
ぼ
勞
働
者
階
級0'
狀
態
が
惡
低
す
名
と
主'
張
す

^マ：̂ 

單
に 

.#

國
內

^
於
け
る
勞
顧
策
の
舭
態
の
變
化
を
確
證
す
：る
於
け
戈
：は
未
龙
克
：服
每
れ
得
激
：い

0
:
^

者
の
狀
態
の
趨
勢.を
分
析
す
冬
に
は>
;觀
察
デ
ら
る
べ
舍
勞
働
者
集
圑
の
.範
圍
を
決
定
す
る
要
因
が
資
本
に
ぁ
.つ
；
て
-
勞
働
者
の
國
民 

性
に
存
す
る
の
で
は
な
い
と
い
ふ
前
提
か
ら
、

C

吊
に
，出
發
し
な
け
れ
ば

■な
ら
な
い」

と
一K

ム
o

'

.
要
之
、.平
典
貨
幣
潰
銀
の.變
動
を
見
る
場
合
に
は
、
，
先
づ
.

1
國Q
勞
働
人
.ロ
.の
.糨
成
的
變
：
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
：
ぁ
.
り
、
更
ら
に
同

嶽
I

慮
が
本
國
為
民
地
感
る
，
1
阈

資

本

皆

，

に1

:
全

奮
^

1
0
と

：
の

見

解

こ

：
そ

、

：
マ
：
ル

.
キ

：
ス;>
と

し

：：
て
：
：
の

彼

が

，
マ
ル
'
ク

巧

 

達

：
じ

得

た

も

：

'の
と

し

.
て

は

.

.

. 

,

茧
：極
當
然
で
あ
：飞
摊
、
：
卷

鬼

.解
は
、
' 

.启
身
_
吿
-^
%

^
や
^

^(

稗
^

彼

自

身

來

取

棠

：は
全
：く
最
近
の
見
解
に
寒
し
て
ゐ
る

o 

'

咖̂
|£
:
彼
が
；.ー',_
九
三
四
年'に
公
邦
し
た
、
猫
が
先̂
に
示
し
て
置
い
た
同
種
の
彼
の
.著
作
に
於.い
て
は
、
全
く
こ
の
種
の
見
解
は
存
し 

'て
^
な
い
。
更
ら.に
:̂
處
で
序
：に
讀
者
ぬ
た
め
：に
強
意
：し
：て

«
暴

^
备
と
&
''
>
'彼
か
柴
廣̂>
著
作
^

'國
に
就
.い
て
.勞
働
.貴
族
の
M

々
汗
層
：勞
_

汰
：舞
の
：そ
水
，
4

し
：:1
:
補

，
々

食

別

；
さ

勝

ド

並

列

，
さ

れ

.

.
て

 

し
：か
も
彼
の 

，新
著
作
に
於
い
て
は
か
く
の
如
き: #
銀
銃
計
は
全
く
そ
の
婆
を
瑰
道
そ
ゐ
念
い

O

そ
し
て
こ
の
こ̂

は
彼
の
、

マ
ル
キ
ス
ト
と
し
て 

や
見
■

■-
步

前

進

集

の

で

あ

る

が

、
そ
れ
は
兎.も
角
と
し
て
、
こ
の
こ
と
对
明
ら
か
に
，平
均
賃
銀
の
#

察
.に
際
し
て
，

一

國
勞 

舾
ス
ロ
6

'«
成
上
の
'變
化
を
考
臌
す
t

と
が
必
要
で
t

と
い
ふ
、
彼

の

新

見

解

に

依

つ

て

菽

礎

づ

寬

れ

て

見

な

け

れ

ば

「

な
ら
#
 い
。
 

. 

' 

.
.

.
.

.

,

ぐ
' 

.

#
の
點
に
於V
て
ク
チ
，ン
ス
キ
ー
の
見
解
は
最
近
著
明
な
發
展

.を
示
し
た
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ

'0
.,

; 

•
- 

- 

'
'
' 

- 

'三

，
 

• 

■

■

:

,
.

I

綦

賛

銀
.鋈

響

の

生

活

鱗

を

！
¥

唯
：1
;の
：決
定
的
荽
素
で
叛̂と

す

佳
-!
'
>
^
^
^

.を
考
墟
し

.

や
ぅ
と
す
る
か
。
此
處
に
彼
が
先
づ
擧
ザ
る̂

の
は
ゝ̂

來

歡
^

見
尤
か
暴
勹
相

^

的
賃
銀
^-
發
 

眞
實
賃
龈
が
勞
働
階
級
め
：絕
體
的
生
活
狀
態
、_

化

を

示

ず

の

：

.

湯

し

；
.

て
、

^

め
る
も
の
で.ネ
：
る,0
/
與
言
す
れ
ば
相
對
的
賃
銀
ぱ
社
會
的
總
生
產
物
に
對
す
る
勞
働
者
の
分
前

1
承
す
も
の
ゼ
あ0
て
、.
從
つ
，て
そ̂

.  

は.
同
時
に
勞
働
階
級
，を
.
除
ぐ
佌.
の
社
龠*
の
相
對
的
狀
態
を
も
示
す
も
の
で
も
あ
る

0 

、
、

*:
:
,
,

.

相
對
的
賃
銀
指
數
は
，次

.ぎ
の
'如
く
許
莫‘せ
ら
れ
得
る
。

.

.

.
 

.

.
' 

' 

. 

.

. 

•へ.

.

.

.• 

. 

- 

•

.
 

.

.

^
r
^
d
o
N
^
a
w
f 

^
0

 ̂

0
 ̂

^
.
3 

W
C
M
O
 ̂

M
s
o 

3 

H
o
p
f
c
o
a 

1

四

七

(

一
？
七̂H



o
o
o
&
^
o
a
w 

5 

M
§
« 

M
K
0
3
^
o
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M
O
W
M
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一■.四
八
：

.
c
.
.
l

Q;
s

a
:

.

‘ 

i

l

l

 

?
n

s
:
(

平

益
 

i

f

 

f
l

g
g

)

但
し
何

れ

の

國
に
於
い
て
も一
般
小
寶
物
價
指
數
が
存
し
な
い
が
故
に
.、

ク
チ
，ン
ス
キ
ー
は
右
の
式
を
次
#

の
式
に
便
宜
上
置
き

代

へ
る
o 

,
- 

' 

.

-, 

‘ 

：

-

 

:

...

H

0

i

0

 : (

I

I

A
 酶
vs
*

. 

’：

」

相

篇

霞

：0藝
杧
關
し
て
、
彼
の
理
論
上
ぬ
海
慮
*
多
少
附
加
ず

：

れ
试
、
麵

ぎ

の
如
く
：

で
：：

あ
る
.。
先
き 

實
收
幕
賃
銀
を
小
寰
物
慎
指
數
で
割
る
；こ

i
は
：}
切
：の
小
寶
商
品
市
場

_に
於
.け
.：る
勞
働
者
の
.購
貿
カ
の
大
小
を
計
箅
ず
る
こ
と
で
あ 

つV

 

•名
れ
は
他
0
:階
級
：-0
も
の
，
: ^

購
買
ヵ
め.：大
小
^
比
較
對
姻_ず
る
：.た
め
に
ぼ
遙
か
に
合
理
的
.な
計
算
で
あ
る
。
藎
し
彼
の
見
解
に 

從
：へ
欣
、«
實
贊
銀
0
言
算
は
理
論
的
に
は
澇
働
者
'<
0
消
費
對
象
观
：に
瀲

^
て
の
：み
合
理
的
に
行
は
れ
得
名
も

Q

で
あ
：る
か
ら
で
あ
る
。 

:

——

こ
0
點
に
就
.い
て
は
，
私
は
此
處
に
省
略
し
た
呔
れ
ど
も
、

''
'彼
は
稍
>
詳
細
な
考
處
を
廻
ら
し
て

ゐ

る

 

>

 
1

更
ら
に
國
民
一
人 

當
り
生
逄
颔
是
は”
庫
忙
消
費
財
だ
け
で
は
な
く
マ
紙
會
的
總
坐
產

^
量
を
”
國
人
ね
數
ヤ
割
^
た 

生
產
額
^
は
な
：く>
そ
れ
を
含
む
社
會
的
總
隹
產
.を
問
題
土
し
た
理
由
は
、
*
本
家
の
購
賀
ヵ
：が
資
本
財
に

|
向
：け
ら
れ

 々

.

る
:0

ま
.た
小
賣
物
價
指
數
を
卸
賣
物
價
指
數
で
割
；つ
て
ゐ
：る

0
搞
社
會
的
總
生
産#
の
大
絮
が
卸
寶
價
格.に
於
い
て
賣
質
せ
ら
れ
、 

そ
し
^
勞
働
者
の
，貨
物
購
人‘に
關
傲
す
る
小
寶
物
價
と
卸
寶
と
0
間
に
#
少
の
相
違
が
あ
及
、
.と
.の
.湘
違
，|:
考
慮
す
る̂

め
で
あ
る。
.
 

最
後
：に
、

〔

右
の
相
對
的
賃
銀
：の
計
算

_

物
0
輸
出
及
び
輸
入
を
考
虜
に
入
れ
べ
必
な
い
衣
け
、
へ
そ

0
茈
確
を
欠
ぺ
こ
と
は
彼
の
注
意

'.以
上
の
如
含
賃
銀
統
計
忙
關
す
る
愼
重
な
理
論
的
考
慮
の
後
に
ぺ
ク
チ
ン
メ
キ
彳
は
短
期
及
び
長
期
間
に
渡
る
實
銀
統
計
の
觀
察
か

ら
、
贊
銀̂

關
す
る
次
ぎ
の
如
き
諸
法
則
が
確
定
せ
ら
れ
得
る
も
容
ー
あ
る
と
す
る
。

.即
ち
o
:
.
.
.

:
:パ
ft
)
貨
幣

賃

雙

；び
真
實
賃
銀
は
好
況
時
に
は
.增
大
す
る

0

: 

■ 

M 

:

'
(2
)
貨
幣
賃
銀
は
恐
慌
及
び
不
況
時
に
は
低
下
す
各
。

パ

：

A

 

へ
.
.
ぐ
:
パ

-.
.
;

(3
)
失
業
'そ
の
他
に
侬
る
賃
銀.喪
失
を
考
慮
せ.る
貨
幣
賃
銀
指
數
及
び
眞
實
賃
鈒
.棺
數
は
、.恐
慌
及
び
不
況
飢
に
は
裒
下
す
る
。 

@
相
對
的
貨
銀
は
恐
慌
及
び
不
況
期
.に
は
增
，大
す
る
っ
但
じ
：こ
の
增
大

.は
勞
働#
の
生
活.狀
勝
の.絕
對
的
向
上̂.
意

來

し

な/>
0 

へ
'.V

.

へ
—
し
社

會

的

璧

產

：の
減

^

依̂
つ
：：
て
の
：み

勞
働
者0
分
前
が
增 

'
.■.
■:へ_

對
的
賃
銀
め.输
太)

ゆ
>
蜣

況

期

：に
於
け
る
：ょ
り
小

&:
冬
^
^

,
(5
)
相
對
的
賃
銀
は
好
況
期
に
は
減
少
す
る

0
;
.
.
.

パ(

5)

へ：.：長
期
實
銀
變
動0-
法

則

タ

v
^
.

.

.

.

.
長

期
'^
銀

變

動

：

の

,^
則

を

理

解

す

：
る

た

^

に

は

、
.
：
資

本

囊

の

發

展

に

內

在

す

る

l
i
a
s

 

H

槳
と
農
業
の
.相
對
的
發
展
と
農
粢 

:
及
ぴ
土
滎
上
.の
賃
銀
-
?相
違
と
を
考
慮
.し
な
け
れ
ば
な
ら
な
れ̂
^̂ 

農
槳
賃
銀
は
常
に
工
業
賃 

銀
ょ
4
小

で

倉
0
'其
處
で
先
き
の
平
均
賃
銀.に
關
ず
る
ク
^
 ̂

:

.
(6
)

資

本

主

義

の

：向

上

期

に

於

け

る

：
エ

業

化

：の

發

展

^

讲
に
、
：备
勞
' «

者

の

坪

：

^

銀
は
增
大
す
る
傾
向
: ?
:

持

：ち

、
：
ま 

,

(7
)

:

H
- i
l

勞
#

^

の
賃
覷
は
增
大
す
る
傾
向
が
あ
る
ゃ
：；藎
し̂

り
大
な
る
賃
銀
が
支

»

れ
：て
ゐ
る
重
エ
業
部
門
が
輕
エ
業
部
門
ょ 

，

.
'•-

 ̂

:
:■
.
.
.

-
S

資
本
生
_
窗

：磐

危

機

ね_
來

'̂
共
共
、
：、
賃
銀
增
大
の
傾
向
は
停
也
す
歐

1
'
^
^
^
^
^
^
^
^

ベ
：
：
\
v
.
,*
. 

V.:

く
.
.
.
,

W
C
8
^
» 

M
w
w
o 

r
t
o 

二
.四
^

c.

1
0七
*
^

)



Mlŵ
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 ̂

w
s
o
^
o to':193

:c«,..

e
8
d
o
n
M93
7.
' 

.. 

..r

as
.
'
Q
.
.
.
.

'V.

..
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:七
八0
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:

輩
以
电
の
；
1

に
；お̂

て
は
.
エ
業
生
產
カ
は
旣
に
過
太
上
及. 0
、
エ
業
化
: 0
:
發
展
漱
停
止
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
著
し
く
深
刻
化
し
た
恐
慌
は 

:
:
:
:
:
:

'

|

芾
段
の
; «

麓

部

門

：に
潘
だ

'.し

い

：打

擊

を

孤

：
へ
：

;:
:
:
'農
業
生
產
办
相
對
的
減
少
傾
向
が
中
也
せ
ち
れ
る
に
至
る
、
等
の
諸
現
象
が
現

,ft

れ
て 

來
る
か
ら.
で
あ
る
。
 

•

,,.
 

. 

.

,
;'
:
•か

ズ

：
て
：
ク

.
'チ
.ン
，
：
ス
：
キ

ー

は

;'
資
本
主
義
€>
.發
展
と
«

に
賃
銀
は
增
大
し
、..停
滯
し
.、
減
少
し
行
ズ
倾
向
爻
持d

め
で
あ

.

.

.

.

.

る
と
、.
は̂
.ふ
と
す
る:0
-
.
.
'
.

v 

•

へ
::
:
'篇

對

的

賃

銀

：は
赛
本
注

_
の
：發
鹰
に
伴
0
て
減
少
す
る
傾
向
亦.あ
る
。

，
右
の
長
期
め
姨
る
實
銀
變
動
の
法
則
は
フ
ク
チ
ン
^
チ

て
ゐ
る
所
で
於
つ
て
、
請
者
が
私
の
こ
の
紹
介
文
の
後
の
部
分
士
對
麻
脅
ら
れ
る
と
と
を
希
望
し
て
置
く
？

/ 

.

.

.
へ

.

.
：

.

.

V

■

:

四
'
-
-
.
-
.
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'
.
'
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:
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'

-
眞
實
賃
銀
ぼ
勞

S
W

◎
絕
對
的
坐
活
籠̂
對
0
で
#
だ
取
婆
な
關
係
を
持.<
?
こ
<!
:
:
:は
事
實
.
 ̂

ン
ス
キ
ー
は 

賃
銀
以
外
：の
他
'の
^
證

&
敁
て—

&
實
實
離
の
增.太
匕
歸
因
ず
る#
影
響
を
相
篆
ー
る.や
ぅ
な
も0
が
存
す
..る
こ
と
を 

す
る
。
：
：
其
處
甘
现
論
的
ー
に
ぼ
處

«

»
録
の
锻
下
は
明
か
に
勞
働
者
の
^
態
を
^

^
す
る
も
の
で
あ
る
：が
、
«

$

の̂
增
力
#
彼
等
の
：
 

.狀
態
を
向.上
せ
し
め
：る
か
香
か
は
1
:
:で
あ
つ
て
、
簡
軍‘に
：比
1

*
じ
.得
ら
れ
な
い0
,果
し
て
然
り
と
す
れ
ば>:菩
>;
の
問
題
は
次
ぎ 

の
如
く
仏
る
。
即
ち.(

一)

賃
銀
以
外
：̂T.

切
の
^
原
因
は
勞
働
省
のi

に
如
何
な
冬
影̂響
^

因
は
賃
銀
に
氐
輕-
て̂
相
對
的̂

如
^

«
る
衰
義
を
有
ず.る
：か
タ.
.ム

^̂
^̂ 

:

■:
賃
銀
以
外
0
諸
要
因
に
關
し
て
ぽ
凡
そ
次
ぎ
：
0
如
き
蔣
慮
.が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
ス>

''
;

.

.

*
本
家
的
企
業0 .
節
'的
は
1

広
ぁ
?>
,タ
翁_
:
0
增
太_

働

眷
0 :
生
產
勝
率<0
'.
蟠
進
私
基̂

に
は
露
ひ
程
度
を
增
進
せ
し
め
ね
は
.な
ら
な
いo 

•確
か
：に
蜜
本
电_
(?
>
,
,
下
に
於
：い
て
緣
働
强
度
化
0
傾
向
が
存
ず
る

O

そ
し
て
勞 

働
<0
:
.
;
强
度
化
は
勞
働
者
の
生
活
册
態
を
勝
化

.す
る
0
ぞ
^ .

.

ば
彼
等
の
健
康
を
害
す
る
'0
從
っ
て
彼
等
は^

來
± '
,
.
.り

も

ょ

り

ょ

き

^

»

を 

塒
取
u

'

i

r長
時
間
_
腿
.じ
、,
1)
':
よ
き
休
養
を
得
だ
ポ
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

0
夫
れ
故
に
勞
働
の
麓
化
ぞ
强
び
ん
：が

._た.め
に
は
、 

資
本
家
が
勞
働
者
に.
し
"て
眞
實
賃
銀
を
蠟
加
，
^
勞
働
時
間
を
短
縮
じ
、
彼
等
の
锒
窀
を
改
良
し
、
：敗
ら

;̂
:
あ
：る
歡
の
休
養
娛
樂
施
硬 

さ
へ
設
け
る.に
•至
る
の
も
、
こ
の
意
味
に
於
い
で
正
に

#
然
で
あ
り
、
且
っ
そ
れ
は
利
測
の
た
め
の
資
本
家

0:
寶
明
な
る
：方»:
で
あ
る
。

ノ
か
ぐV

勞

働

駿
#
0
敗
善
が
勞
働
强
度
化
を
增
進
：ず

岑

こ

<?
:
';忙
敗
<>
;
:
て
、
^ :
潤
に
不
都
佘
な
影
饗
を
及
ぼ
1
^

考
べ
#

岑

ゼ

す

！

：
，
：
勞

働

办

_

«

:

^

し
：
て

©

_

忙

眞

»

賢

^

^

#

し

故

い

：
場

^;
に

比

>
'
勞

こ
.れ
•.に
對
し
て
眞
實
賃
銀
が
增
加
•す
る
場
合
に
は
勞
.働

g

度
化
o'
影
響
は
比
較
的
緩
慢
な

.も
の
と
な
る？

;
:
, 

,
.
.
:

入
，
：.

:「

勞
働
强
度
化o
外
ぬ
I

.
ク
チ
ン
ス.キ
？
は
、
勞
働
者
兑
狀
瑙
を
惡
化
す
る
諸
種
の
要
因
を
考
慮
し
、
同
時
に
ま
た
そ
：の
影
響
を
緩 

和
す
各
諸
種(0
:要
因
:^
も
考
翁
し
た
：る
後
に
、
彼
は
__
.■般

韵
に
、#
:本
主
_
の
^
.
に
於
い
て
は
長
期
間
に
渡
っ
て
勞
働
者
が

狀
態
は
惡
，
 

化
ず
右
.傾
向
が
存
ず
忒
、
パ
と
い
ふ
見
解
に
到
達
し
'て
ゐ
勺

.

五

'

、
以

上

が

尤

體

努

働

者

：
の

^

街
脱
態
片
影
響
ず
石
諸
藤
因̂
要

る
_

チ
'シ
ズ
4.
:
1;
办
理
論
^
 

し
か
し
此
葚
足
理
噴̂
 

に
考
究
.せ
.

&

_諸
要
因
0;
影
響
呔
ぞ
：'0
:總
女
甙
'
爷
日
尙
ぼ
鼠
輯

な
.い
。
特
に.賃

縱
以
外
の
諸
要
因
に
就
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
^
た
容
楚
何
人
も
推̂
し
得
る
所
で
あ
っc
y 

.
ぞ
れ
^
の
0
響 

は
統
計
的
に
確
證
す
る.こ
，と
が
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
■£
た
多
く
の
場
合
に
全
く
不
可
能
に
近
い
狀
態
で
あ
る
，
唯
だ
賃
紙
統
：計
の
作
成 

に
關
し
.て
0.
.^:
各
國
に
.於
い
て
旣
に
相
當
の‘努
ヵ
が
拂
は
れ
て
來
て
ゐ
る
0
し
か
も
眞
實
賃
銀
の
計
尊
が
漸
く
十
九

'世
，紙
れ.歡
宋
以
後：.‘

^
0
3
^
0
3 

マ

五

ー(

一
 

>七
^'
:



注
意
さ
れ
る
や
ぅ
に
な
り
、
相
對
的
賃
銀

.の
計
算
に
至
っ
て
ば
一
九
ニ
七
年
以
後
、
專
ら
ク
チ

‘ン
ス
キ
ー
自
身
の
努
力
に
依
、
つ
て
開
拓 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
ら
に
吾
々
は
今
日
眞
實
賞
銀
，と
相
對
的
貨
銀
と
を
統
一

し

て

、

|

ケ
の
指
數
を
以
つ
て
勞
働
者
の
狀
態
を
確 

.認
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
狀
態
で
あ
る
。

•.從
っ
て
そ
れ
導
の
事
慠
は
努
働
者
の
狀
態
の
過
去
の

V
彼
O'
場
合
に
.一
はv
A.
t
SI
年
に
ま
で 

'遡
.っ
.ズ
實
證
的
統
計
的
硏
究
を
迎
だ
し
く
闲
難
な
も

.の
，と
す
る
。
、
そ.の
結
果
彼
の
實
證
的
硏
究
は
、
先
き
の
理
；

i

的
考
究
にt
拘
^
^
、 

«
.
ら

賃

銀

銃

訧

に

迤

づ

い

て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
し
.か
もこ
の
こ
と
は
何
人
も
寬
容.し
'な
け
れ
ばな
ら
な

'

い
で
あ
ら
：
ぅ
し
、
唯
だ
そ
れ
だ 

け
で
は
な
く
寧
ろ
吾
々
は
.十
九
世
紀
の
賃
銀
統1+
の
1:
集
及
.び
缺
の
自
的
の
た
め
の
：そ
れ
の
.編
制
に
對
す
厶
多
大0 

「

栩
當.0

敬
意
を
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.で
"あ
ら安

：：

久

^̂
 ̂

.

:
,

「

か

く

の

：：如

く

’
に
：
.
し
.て
.
夂

チ

ン.ス̂

勞
0
階
級
(2
>
,生
活
狀
態0;
齋
化
忆
關
す

〉

る
實
證
.的
研
究
を
完
ま1.
:
て
^
を
0
:そ
し
-て
彼
の
こ
の
硏
究
の

：

結
锻
に
從
：へ
ば
、•
傲
か
に
年
代 

上
多
¥
前
後
の
相
遨
が
認,
ら
れ
る
^
れ
ど
も
フ
大
體
以
上0
:
3ち
國
0:
勞
働
容

-

(D

-

セ

お

る

と

見

做

ざ

れ

，得

を

。
政

處

で

：こ

作

を

總

括

し

.
て

彼

は

西

歐

：に

於

け

募

働

者

：

® ;

狀

態

お

し

て
j

一
般.
的

な

結

論
t

與

べ

て

ゐ 

る
o

.

.
そ

れ

は

ル

七

次

ぎ

の

如

く

ザ

妒

.る

.
？

^

^

^

-
'
:
• 

:

-r
.

.

ク
チ
：一
ン
.K

キ
ー
ば
彼
の
觀
察
せ
知
時
代
を
大
黻
次
ぎ
の
：如

く

三

時

期

に

區

別

す

第

一

j  

期
は
前
佌
紀
の
後
华
、
そ
し

V

第u

崩
ば
今
世
紀
の
：初
頭
敗
來
今
日
に
至

W

ま
でo

;:
:
'r
,-
;

'

:

ベ

.
.!
第
ー(

期
に
は
長
勞
働
時
間
、
へ
胺
賃
鈒
‘
そ
れ
に
勞
働
者§
購
買
ヵ
0
不
充
分
>
こ
：れ
等
の
铋#:
的
事
實
が
勞
働
階
級
の
迦
康
を
害
し
、 

彼
等
の
勞
働
能
力
を
低
下
し
た
。
從
っ
七
努
働
者
の
狀
態
を
惡
化
也
し
め
る
か
'ぐ
の
如
き
資
本
家
の
摔
取
方
法
は
永
續
す
る

こ
と

な
く 

驄
て
十
九
世
紀0
半
頃
に
：至
っ
て
勞
働

.
件
の
改
氧
を
必
然
的

1
.ら
し
め
た0 

 ̂

」

第
一
一
期
に
於
け
る
勞
働
諸
條
件
の
改
善
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
勞
働
の
强
度
化
を
意
味
し
て

'ゐ
た
の
で
れ
る
。
そ
し
て
ま
た 

こ
の
時
代
に
於
け
る
勞
働
諸
條
件
の
改
善
は
事
實
海
外
殖
民
地
に
於
け
る
勞
働
者
の

.生
活
の
犧
牲
に
於
い
て
可
能
と
せ
ら
れ
た
も

0
で 

ぁ
り
、
そ
れ
が
漸
く
有
力
化
し
た
勞
働
組
合
運
動
に
對
し
て
產
業
平
和
を
：維
持
す
る
に
役
立
ち
、
ま
た
資
本
家
の
地
主
に
對
す
る
最
後 

の
岡
部
に
於
い
て
、
〃
勞
働
階
級
の
援
助
を
求
め
る
に
役
立
つ
た
こ

と

を

見
逃
し
て
は
なf
な
い
。
そ̂

は
兎
も
角
と
し
て
、こ
の
時
代 

の
勞
働
階
級
の
狀
態
は

「

部
は
確
か
に
絕
對
的
に
向'上
し
、
或
は
安
定
し.、
若
し
く
は
少
く
と
も
母
國
勞
働
考
の
場
合
に
は
、
そ
の
惡 

.

化
の
傾
向
が
中
絕
し
た
0 ,

で
ぁ
％

し
か
し
：吾
：々

が
母
國
に
於
け
る
勞
働
者

(0
-

か
く
の
如
き
狀
態
と
殖
民
派
に
於
け
る
勞
働
者
の
狀
態 

と
を
並
せ
涔
慮
す
名
場
合
匕
は
、
全
般
敗

.に
は
勞
働
者0
_狀
態
は
.こ
.の
鶬
ニ
期
に
於
い
へ
て
，俅
然
ど

1;
.て
低
下̂
續
げ
だ
：の
で
ぁ
，り
、
時 

.
:に«
從
前
に
敗
し.：.て
ょ
り
：急
速
：に
低
下
し
：た
と
％

:へ#

へ、
^

:

第 
一
二
期
ノ
命
弛
紀
：^
人
つ
て
场
後
は
茸
額
の
利
潤
は«
下
し
始
办

.
、

#;
働
者
の
：狀
賭
は 

M
.

は

®下.
し

、
：
，
貧

困

は

增

大Pてゐ备;• 

°
今

；
日

S

勞

働

者

：P
狀

態

ば

：
四

十

艰

前0
そ
，
れ

ょ.»
)
.
;
ト

者

：の
購
買
カ
：の
俄
下
^

努
働
强
度'化
0
*
^
>
-
0

抹
、

」

益
ミ
狼
等
を0

时̂
體
的
.に
勞
働
^

^
化
：杧
堪
ぺ
#

な
^
も
0.
^
し

.0
:
-
4
^
:
る
o 

し
か
も
八
十
年
前<!
:
は
異
な
り
、
世
报
市
場
は
狹
隘
と
な
泛
、
新
市
場
は
開
拓
さ

^:
る
こ
；と.な
く
、.資
本
に
對
ず
る
勞«'
:
の
：
攻
勢
は
益
さ 

有
勢
^
农
り
::
>
利
潤
の
實
現
：破

禮:<
-:
困

難

と

な.0
て
ゐ
る0
:
:
'
> 

.
 

へ
.,:
:
,
,-
::

'
:
:
'
。
ク¥

ン
：ズ
キ
ー
：
は

最

：
近
0

狀
態
を
か
く
の
如
く
理
解
し
た
る
後
に
、
簾
0
勞
働
者
の
狀
態
に
對
し
て
1£

見
解
を.
被
瀝
し
セ
、

/

彼
狹
の'髮

を

閉

故

：
て
：
ゐ

：
る

0.
'即

ち̂

. 

.

.

.

.

,西
歐
資
本
主
義
の
下
忙
於
け
を
勞
働
者
階
級
の
將
來
の
蓮
命
に
關
七

-7
-

#
々
0
期
待
し
得
る
所
は
：、

.

.單
に
勞
磡
者0購

貢

ヵ

の
一

層
 

•
Q

低
下
.と
、
恐
ら<;
は
衆
た
除
々
.に
勞
歡
時
間
が
越
焉

 

し
か
も
同
時
に
先
業
は
增
大
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
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か
くV

資
本
主
義
の
存
續
す
る
限
り
.、
勞
働
考
の
坐
活
狀
態
は
•急
速
に
惡
化
し
て
行
く
で
あ
ら
ぅ
。

.

- 

.

'

J U

、 

：
.;
.

.

私
は
旣
に
ク
チン

ス
キ
ー
の
硏
究
の
漱
介
に
余
り
に
多
く
の
紙
數
を
於
し
過
ぎ
た
觀
が
あ
る
が
、
簡
單
な
結
び
の
言
葉
を
附
加
し
て 

筆
を
擱
き
度.

s
と
思
ふ
。
 

.

,
彼
の
右
の‘如
岩
實
證
的
硏
究
の
結
論
が
馨
，し
く
マ
ル
ク
ス
の
影
響
の
下
に
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